
国立市総合基本計画 
（基本構想・基本計画） 

ってなんだろう 

国立市 
 政策経営部政策経営課 



目次 

 総合基本計画とは 
 第５期基本構想の構造 
 Ⅰ．第５期基本構想の策定にあたって 
 Ⅱ．基本理念 
 Ⅲ．まちづくりの目標 
 Ⅳ．政策の視点 
 Ⅴ．まちづくりの政策 
 基本計画の構造・見方 
 まとめ 

2 



総合基本計画とは 

１ 

３ 
3 

基 本 構 想 （１２年間） 
第1次基本計画 （8年間） 

           ⇒  毎年度ローリング 実施計画 （4年間） 

総合基本計画 

第2次基本計画 （8年間） 

第3次基本計画  
（4年間） 



基本構想とは 

 

 
まちの理想の姿（まちづくりの目標）を 
描き出すもの 

目標を行政と市民が共有し、 
協力して実現を目指すための計画 

国立市の最上位計画で、 
行政・財政の運営指針 

１ 

２ 

３ 
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基本計画・実施計画とは 
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基本 

計画 

基本構想において掲げる将来像等を
実現させるため、その施策や根幹的
事業を示すもの。基本構想の下位に
位置づけられる。 

実施 

計画 

基本計画に基づく施策を4箇年でどのよ
うに実施していくか、具体的に事業内容
を明らかにし、予算編成の指針とするも
の。社会経済情勢の変化等に迅速に対
応するため、毎年度見直しを行う。 
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総合基本計画とは 
～なぜ作る必要があるの？～ 

国立市が将来にわたって魅力的なまちであり続ける
ための戦略が必要。 

情勢の変化に対し、中長期的な目標を見据えた対応
をとる必要がある。 

戦略性 

中・長期性 
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総合基本計画とは 
～ほかの計画との関係～ 

第５期基本構想 （１２年間） 

第１次基本計画 （８年間) 

第２次基本計画 （４年ごとに見直し） 

第３次基本計画 

               （毎年度ローリング） 実施計画 （４年間） 

総

合

基

本

計

画 

分野ごとの 
計画 

分野ごとの 
計画 

分野ごとの 
計画 

・・・ 

基本構想の実現
のために行政が
すべきことをま
とめた計画 

今後4年間に政策的
に実施することと

予算概要をまとめ
たもの 

事業 
計画 

事業 
計画 

・・・ 
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第５期基本構想の構造 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 
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目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 



Ⅰ．第５期基本構想の策定にあたって 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 

目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 
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Ⅰ．第５期基本構想の策定にあたって 

策定にあたって踏まえるべき状況を整理 

国立市の特性(歴史・文化・地理等) 

社会経済情勢の展望 

• 市域の１／３は文教地区 

• 昨今の人口推移は横ばい 

• 地価は武蔵野市、三鷹市、調布市に次ぐ４番目の水準 

  ＝多摩地域有数の閑静な住宅街として、高いブランド力 

• 超少子高齢社会・人口減少社会の本格的な到来 ➡若い世代の定住促進 

• 都市インフラの老朽化、建替え等に多額の費用 ➡ストックマネジメントが必要 

   ＝すべての更新は困難    

• JR中央線連続立体交差事業の完了  ➡国立駅前の活性化をまち全体へ 

→地域の一体化と活性化が期待される   

• 富士見台地域の住宅団地の老朽化  ➡団地再生が必要 
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Ⅱ．まちづくりの基本理念 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 
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目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 



Ⅱ．まちづくりの基本理念 

まちづくりの根幹となる基本理念を整理 

基本理念 
 
 
 
 
 
 

• 国立市の最も重要な資源は、市民をはじめ、国立市で働く人、学ぶ人、訪れる人

など国立市にかかわるすべての人間 

• すべての人たちの命・尊厳・生活を大切にし、互いに尊重し合い、いきいきと活動

しやすい環境を作ることこそ、まちづくりの本旨であり、核 

• 「人間を大切にする」という国立市のまちづくりの基本理念は、40年前に策定され

た第一期基本構想から今日まで一貫して引き継がれている。 

人間を大切にする 
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Ⅱ．まちづくりの基本理念 

まちづくりの担い手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

• まちづくりの担い手は、まちへの愛着と誇りと人間力を持った市民一人ひとり 

• 市民一人ひとりが、自ら主体的にまちづくりに携わり、まちも、ひとも、ともに成長し

続けていくことが大切 

• ソーシャルインクルージョンの理念のもと、すべての市民があたりまえに暮らし、互

いに尊重し合い、協調を図っていくことが重要 

• まちづくりの担い手である市民への期待を込めて、市民像を以上のように設定 

 思いやりを持ち、それぞれの違いを認めあい支え合う市民 

 平和を愛し、豊かなまちと文化を創造し、まちとともに歩む
市民 

 自然に学び、自然を守り、自然とともに生きる市民 
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Ⅱ．まちづくりの基本理念 

都市像 

 
 
 
 
 
 
 

• 「文教都市くにたち」という言葉は、周辺の都市を含めて広く知られている 

• 国立市を象徴する言葉 

• 都市像を、引き続き「文教都市くにたち」とし、そのさらなる発展を目指す 

文教都市くにたち 
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Ⅲ．まちづくりの目標 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 
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目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 



Ⅲ．まちづくりの目標 

「Ⅰ．第５期基本構想策定にあたって」 「Ⅱ．まちづくりの基本理念」 
の内容を踏まえた、今後１２年間のまちづくりの目標 

まちづくりの目標 

学び挑戦し続けるまち 

ともに歩み続けるまち 

培い育み続けるまち 

文教都市くにたち 

つちか 
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Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

• 教育機関・市民などの知的
地域資源を最大限に活用 

• 産学官の連携による価値の
創造や先駆的な取組に挑
戦し都市の活力を増す 

• 老若男女が学び続け、それ
ぞれの挑戦を通じて充実し
た日々を送れるまちを目指
す 

• 市民同士の支えあいのな
かで安心・安全な生活を
担保 

• ソーシャルインクルージョ
ンの理念をもって、多様
性・寛容性を重視したまち
づくりを市民とともに行っ
ていく 

• 回遊性のある歩きたくなる
まちを目指す 

• 子育ち・子育てしやすい環
境づくり 

• 人と人とのつながりを作
る、絆を育むといった思い 

• 先人の残してくれた街並
みや伝統、自然を守り、さ
らに発展させていきたい 

• 商工業・農業の育成 
• 「くにたち文化」を培ってい
きたい 

学び挑戦し続けるまち ともに歩み続けるまち 培い育み続けるまち 
つちか 

• 国立市は文教都市であるという誇りを今一度認識 
• 大人も子どもも市に誇りと愛着を持ち、住み続けたいと思う、だれもが安心して暮せるまち 
• このまちで成長した市民や子どもたちが、さらにこのまちを発展させていく好循環を生み出
していくことで、国立市が将来にわたって魅力的であり続けるまちに 
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Ⅲ．まちづくりの目標 

• 国立市は、（これまでも）市民自らが作り上げ、守り育ててきたまち 
• （だからこそ）まちづくりの目標実現に向けて、相互の信頼と対等な関係性の下、
連携・協働して新しいまちづくりを試行し、創造していくことが不可欠 

• まちづくりの目標を共有し、力を合わせてその実現を目指す 

 

 

市民と行政の連携 

土地は、市民の生活や生産のための限られた貴重な財産として、将来にわたり有効に活用していく必要
がある。地域の特性を考慮しながら「まちづくりの目標」の実現に向けて、8.15㎢の利活用を図る。 
 
  地域の特徴を活かしつつ、まち全体として調和のとれた「文教都市くにたち」を目
指す 

 富士見台地域を、まちの中核となるベルト地帯として再度活性化していくことを期
間中の重要課題と位置づけ 

 国立駅周辺のまちづくりを進め、市民に愛されている旧国立駅舎の再築を実現。 
 これらの地域の活性化を市全体の活力創出へつなげる 
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土地利用構想 



Ⅳ．政策の視点 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 
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目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 



Ⅳ．政策の視点 

今後のまちづくりにおいて注力すべき事業を見極める分野横断的な視点 
基本計画・実施計画でも、「重点項目」として示す。 

次世代の育成 

• 文教都市くにたちにとっては、子育て支援や教育施策の充実は、まちづくりの核 
• 人口減少を食い止めるため、また高齢者を支えていくため、今まで以上に「次世代育成」を核としたま
ちづくりが必要 

安心・安全の確保 

• 安心と安全は、全ての基本であり、全市民に共通した願い 
• 安心・安全なまちであってこそ、まちに活気を与える若者も、子育て世代も、高齢者も「住みたい」「住
み続けたい」まちが実現 

国立ブランドの向上 

• これまでの内外から評価された「国立ブランド」を守り育てていくとともに、効果的に市外へ発信 
• 市民にとっても、市の良さの再発見、それによる新しい価値の創出につながる 
• さらに愛着や誇りの持てる「我がまち」へ 
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Ⅳ．政策の視点 

次世代の育成 

国立ブランドの向上 安心・安全の確保 

  

まちづくりの目標 
学び挑戦し続けるまち 

ともに歩み続けるまち 
培い育み続けるまち 

文教都市くにたち 
  

この３つの政策の視点は、相互に関連しあい、まちづくりの目標の実現を支えていくもの。 

この視点をもって、分野別に整理された「まちづくりの政策」を横断的に捉え直し、今後の市が注
力すべき内容を見極めて実施。 21 



Ⅴ．まちづくりの政策 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、 
今後１２年間のまちづくりの目
標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める分野横断的
な視点 

 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理。 
その方向性を示す。 

国立市の特性 
(歴史・文化・地理) 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

市民と行政の連携 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 
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目標実現に向けて重点的
に取り組むべき政策群 



Ⅳ．まちづくりの政策 

まちづくりの目標の実現のための施策を分野別に整理。その方向性を示す。 
基本計画・実施計画も同じ体系で整理し、構想の方向性に沿って、 
より詳細（展開方向・事業等）を記載 
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 人権・平和の推進

 男女共同参画社会の実現と
 女性への総合的な支援

人権・平和・男女共同参画政策１

基本施策２

基本施策１

基本施策７  生涯学習の環境づくり

基本施策８  スポーツの振興

基本施策５  学校教育の充実

政策３  文化・生涯学習・スポーツ 基本施策６
 文化・芸術活動の推進と歴史・文化 遺産の
 適切な保護

政策２  子育て・教育 基本施策３  子育て環境の充実

基本施策４  地域ぐるみでの子育ち支援

Point.1 
「人権」を第一に掲げ、すべ
ての政策の根源に据える 

Point.2 
施策を「子育て」と「子育ち」
にわけて、未来を支える子
どもたちの育成に注力 

Point.3 
文教都市くにたちの中核で
ある「教育」は、さらに充実
を 



Ⅳ．まちづくりの政策 
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基本施策18

基本施策19  ごみの減量と適正処理

 環境の保全

基本施策16  消費生活環境の整備

 花と緑と水のある環境づくり政策６  環境 基本施策17

基本施策14  防犯対策の強化

基本施策15  コミュニティ活動の促進

政策５  地域・安全 基本施策13  防災体制の充実

基本施策12  支えあいの地域づくりと自立支援

基本施策10  高齢者福祉の充実

基本施策11  しょうがいしゃの支援

政策４  保健・福祉 基本施策９  健康づくりの推進及び保健と医療の連携強化
Point.4 

健康寿命を延ばし、元気な高
齢者に、地域社会の支え手に
なっていただけるよう施策展
開 

Point.5 
安心・安全のまちづくりを、
市民の皆様ととともに実現 



Ⅳ．まちづくりの政策 
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政策７  都市基盤 基本施策20  道路の整備と適正管理

基本施策23  南部地域の整備

基本施策24  地域特性を活かしたまちづくりの推進

基本施策21  交通環境の整備

基本施策22
 市街地整備の推進
 (国立駅周辺地域・富士見台地域整備)

政策８  産業 基本施策26  商工業振興と観光施策の強化

基本施策25  下水道の整備・維持・更新

基本施策27  農業振興と農地保全の推進

Point.6 
国立駅周辺と富士見台
地域のまちづくりを進め、
地域の活性化をまち全
体に 

Point.7 
農業振興を図り、市
の魅力である自然・
農地を積極的に保全 



Ⅳ．まちづくりの政策 
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基本施策32  公共施設マネジメントの推進

基本施策30  市民連携・市民協働・市民参画の推進

基本施策31  将来にわたって持続可能な財政運営

基本施策29  情報の積極的な発信と共有・保護

政策９  自治体経営 基本施策28  変化に対応できる柔軟で効率的な行政運営

Point.8 
市の魅力を内外に伝え
る情報発信に注力 

Point.9 
「ストックマネジメント」を
施策に位置付け、推進 



基本計画の構造・見方 
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施策に関わる近年の
社会経済情勢や国・
東京都の政策動向、
国立市の現状などを
踏まえ、今後のまち
づくりに向けた主要
課題を示しています。 



基本計画の構造・見方 
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施策の推進によって目指すべきまちの
姿と、施策を構成する展開方向（基本的
取組）の体系を示しています。 



基本計画の構造・見方 

29 29 

施策を構成する展開方向（基本的
取組）ごとに、取組の目的を示し

ています。 

施策を構成する展開
方向（基本的取組）ご

とに、目的の実現に
向けた具体的な手段

を示しています。 

施策を構成する展開
方向（基本的取組）ご

とに、事業の実施によ
る成果を把握するた

めの指標とその現状
値・目標値を示してい
ます。 



まとめ 

策定にあたって踏まえるべき
状況を整理 

まちづくりの根幹となる基本理
念を整理 

Ⅰ・Ⅱの内容を踏まえた、今
後１２年間のまちづくりの目標 
 

今後のまちづくりにおいて注力す
べき事業を見極める視点 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくりの目標の実現のための
施策を分野別に整理、その方向
性を示す 

国立市の特性 

社会経済情勢の展望 

Ⅰ．第５期基本構想の 
       策定にあたって 

Ⅱ．まちづくりの基本理念 

基本理念 

まちづくりの担い手 

都市像 

Ⅲ．まちづくりの目標 

まちづくりの目標 

土地利用構想 

Ⅳ．政策の視点 

Ⅴ．まちづくりの政策 

次世代の育成 

安心・安全の確保 

国立ブランドの向上 
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学び挑戦し続けるまち 
ともに歩み続けるまち 
培い育み続けるまち 
文教都市くにたち 

目標を共有し、 
ともに実現を目指す 

• まち全体として文
教都市をめざす 

• 富士見台地域の活
性化が重点課題 

市民と行政の連携 

超少子高齢社会・人口
減少社会の本格的到来 

「人間を大切にする」 

市民への期待を込めて 

「文教都市くにたち」 

分野別に整理された
「まちづくりの政策」を 
横断的に捉え直す 



まとめ 
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基本 

計画 

基本構想において掲げる将来像
等を実現させるため、その施策や
根幹的事業を示すもの。基本構想
の下位に位置づけられる。 

実施 

計画 

基本計画に基づく施策を4箇年でど
のように実施していくか、具体的に事
業内容を明らかにし、予算編成の指
針とするもの。社会経済情勢の変化
等に迅速に対応するため、毎年度見
直しを行う。 

基本構想と 
○重点項目      
(政策の視点) 

○政策体系 
(まちづくりの政策) 

を共有  


